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教師の専門職像をどう構想するか

技術的熟達者と省察的実践家の二項対立図式を超えて

石井英真

1.課 題 設定

1990年 代 以降 、学校教 育 の課題 が複雑 化 ・高度化 す

る中、教 師 の資質 能 力 の向上 が課 題 と して認 識 され 、

「教職実 践演 習」 の導入 、 「教職 大学 院」 の創設 な ど、

教員養成 ・採 用 ・研 修 の全体 に関 わる改 革が展 開 して

いる。そ して 、2012年8月 に 出た 中教 審答 申 「教職 生

活 の全体 を通 じた教員 の資質 能力 の総合 的な 向上方 策

につい て」 では 、現場 での長 期の実 習 と省 察 を重視 す

る、教員養 成 の 「修士 レベル化 」 の案が 提起 され た。

こ うした政 策動 向は 、実践 的指導 力や 高度 専門職 業

人の養成 を基 調 として い る。 その背 後 には、戦 後 の開

放 制教員養 成 は 、教師 の実践 的な資 質能 力 を育て る上

で限界 があ った のでは ないか 、教員養 成 に真 に責任 を

持 て る制度 で あ った のか といっ た、 「大 学 にお け る教

員養 成」原 則 に対 す る根 源的 な問い か けが ある。 しか

し、昨今 の教 職 の高度化 につ いて は、実 践的指 導力 が

即 戦力 に嫉 小 化 され るこ と、 専門職養 成 がスペ シ ャ リ

ス ト育成 に嫉 小化 され る こと(教 職 の高度 化 の名 の下

の教職 の 「脱 専 門職化 」)が危 惧 され る。教職 の高度 化

を ど う構想 す るか 、専 門職 と しての 教師像 を どの よ う

なもの として 描 くのか が問われ てい るの であ る。

教師 の専 門職 像 につ い て は、現 在 、 「技術 的熟 達者

(technicalexpert)」 と 「省 察 的 実 践 家(reflective

practitioner)」の 二つの 考 え方 が対 立関係 、あ るい は相

互補 完 関係 と して並 置 され、教 師教 育改革 の議 論 を枠

づ けてい る。両者 を対 置す る枠組 み は、シ ョー ン(D.A.

Sch6n)に よっ て提起 され 、日本に おい ては、佐藤 学 ら

によって紹 介 され た もの であ る。

だが、行 論 にお いて明 らか にな るよ うに、 日本 にお

い て、そ の枠組 み は、「教 え」か ら 「学 び」へ といっ た

授業研 究 の 「パ ラダイ ム転換 」 と結び付 いて提 唱 され

た ため、授 業 の解 釈 ・批評 の一面 的強調 と、授業 を創

る知と技法の軽視という状況を生み出している。これ

に対して、二つの教師像を対立的ではなく相互補完的

に捉え、上記の問題を是正しようとする主張も出てき

ている1。だが、この二つの教師像で教職の高度化を捉

える枠組み自体が、実践的指導力重視の傾向の中で教

職の脱専門職化に陥る危険性をはらんでいる。

そこで本稿では、日本における技術的熟達者と省察

的実践家の二項対立図式で教職の高度化を議論する枠

組みに検討を加える。 日本におけるその受容の特質を

明らかにし、そこで見落とされているポイントを整理

する。そして、上記の二項対立図式がもたらす問題点

を是正する方途を 「大学における教員養成」原則の実

質化という方向性に見出し、それをふまえた教職の高

度化 ・専門職化のヴィジョンを提起したい。

2,シ ョー ンの 「省察 的実践 」論 受容の 日本 的文脈

(1)シ ョー ンの 「省 察的 実践」 論

専 門職 とい うと、 明確 に専門分 化 した科学 的で標 準

化 され た理 論や技 術 を持 ってお り、そ の厳 密 な 「適 用

(application)」に よっ て道 具的 な 問題 解決 を遂行す る

者 が想 定 されて い る2。そ してそ れは 、研 究 と実践 の分

離、一般 的 諸原理 を追 求す る基礎 科学 を頂点 とす る、

応 用科 学 、具 体的 な問題解 決 の 「技能(skill)」 の順 で

の大学 にお け る知や 組織 の階層 化 と密接 に 関係 して い

る。こ う した 「技 術的 合理 性(technicalrationality)」 モ

デル にお いて、 実践的 な知 は、 目的 と手段 とい う関係

をめ ぐる知 として構 成 され る。 目的につ いて の合 意 が

得 られ る な らば 、 「どの よ うに行動 した らよい か」とい

う問い は、 目的 を達 成す るの に最適 な手段 は どれ か と

い う道 具的 な問い と して単純化 され 、それ は 関連 す る

科 学理論 の適 用 によ って解 決可 能 にな る と考 え られ て

いる。 こ うして専 門家 の実践 は実証 主義 の教義 に よっ
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て科学化 され 、専 門家 は 「技術 的熟 達者」 と して定位

され るよ うにな った。

こ うした従来 の専 門職像 に対 して 、 シ ョー ンは疑 問

を投 げか け る。現実 世界 の状況 には複雑 性 、不確 実性 、

価値 観 の衝 突 が内在 してお り、諸問題 は所 与の もの と

して実践者 の前 に現 れ るわ けでは ない。 こ うした現実

に対 して 、実践者 は 注意 を向 ける事項 に名前 を付 け、

枠 組 み を与 え る ことで、 そ もそ もの 問題 を設 定す るこ

とが 求 め られ る。 こ うした現実 に対 して、専 門的 知識

を厳密 に適 用で きる範 囲 に実践 を限定 す るこ ともで き

る。 しか し、そ うした科学 に よって基礎 づ け うる 「高

地 」 に止 まって いて は、 クライア ン トや 社会 に とって

真 に重 要な 問題 に関わ るこ とは困難 で ある。 一方 、技

術 的解 決が不 可能 な ほ ど乱雑 な 「沼地」 に下 り、重 要

で挑 戦 しが いの あ る問題 に取 り組 むに は、技術 的 な厳

密性 の追求 を断念 せね ばな らない(「厳密性 か適 切性 か

(rigororrelevance)」 の ジ レンマ)。

上 記 の よ うな、 現実 の 実践 にお け る 「わ ざ(飢)」

を中心 とす る直観 的な プ ロセ スに暗黙 に作用 してい る

「実践 的認 識論(epistemologyofpractice)」 を 、シ ョー

ンは 「行 為の 中の省 察」 とい う概 念 で説 明す る。 有能

な実 践者 は、 日々 の実践 の 中で判 断規 準 を説 明 で きな

い まま 、無 数 の適切 な判 断 を行 って い る し、規則 や手

続 き を説 明で きな いま ま、熟練 したふ るまい を行 っ て

い る。実践者 の 「知(㎞owing)」 は行 為 の外 に あ るの

では な く、そ の 中におい て機能 して い る。 しか も、実

践 者 は行為や 、行 為 の 中の知 につ いて 、 あるタイ ミン

グ で 振 り 返 っ た り(「 行 為 に っ い て の 省 察

(reflection-on-acrion)」)、行 為 の最 中 に考 え自 らの行 為

を 調 整 し た り す る(「 行 為 の 中 の 省 察

(renection-in-acrion)」)。

特 に専門職 の 実践 におい て は、一 定 の タイ プの状 況

(ケース)に 繰 り返 し出会 う。そ して 、少な いタイ プ

のケ ース をめ ぐ り多様 なバ リエー シ ョンを経験 す る こ

とを通 じて 、予測 やイ メー ジ、技術 の レパー トリー を

発 展 させて い く。一方 で、そ うした専門分化 は 、 「過剰

学 習(overleaming)」 を生 み 出 し、視 野 の狭 さや 実践

の 固 さを生み 出す 危険性 を持 つ。実 践者 の省 察 は、 そ

うした暗黙の 前提 を批判 的 に問い直 し、状 況 に関す る

新 た な理解 を得 る ことを可能 にす る。 こ うして、行 為

の 中 で省 察す る とき、実 践者 はその 文脈 にお ける研究

者 とな り、独 自の事 例 につい ての新 しい理論 を構 築 し

て い る と見 るこ とがで きる。そ して、 「厳密 性 か適切 性

か 」の ジ レンマは 、そ うした行為 の 中の省 察 それ 自体

を厳 密 な もの とし、「実践 的認 識論 」を発 展 させ るこ と

で 実現 され る。 なお 、 シ ョー ンは、実 践の 中に埋 め込

まれ てい る理論(「 枠 組み(frame)」)を 、 「修 辞学 的枠

組 み(rhetoricalframe)」(実 践 の問題 につ いて議 論 し語

り合 う言語 ・レ トリック ・思考過程 に表 現 され る)と

「活動 の枠組 み(actionframe)」(実 際 の問題解 決 の活

動過程 ・慣行 ・制度 に表現 され る)の 両方 を含 む もの

と して捉 える。 そ して、省察 を通 してそれ らを発 見 し

編 み直 して い く営 み を、 「枠組 みの再構 成(refraining)」

と概念化 してい る3。

こ うして シ ョー ンは、省 察 的実践家 とい う専 門職像

を提起す るこ とで、基礎 科学や 応用技 術 を厳 密化 す る

こ とが困難 なた めにマ イナー な専門職 とされて きた 、

教 師、 ソー シャル ワーカ ー、都 市プ ラ ンナ ー といった

実 践家 の専門性 を、そ の実践の複 雑性 やそ こに働 く高

度 で総合 的な 見識 にお いて基礎 づけた。 それ は 、基礎

科 学 を学 んだ後 に実 践 に適 用す る とい う、理 論 と実践

の分離 、お よび、 それ を基 礎 に した段 階的 な専 門職 教

育 のあ り方 に再 考 を迫 るもので あった。さらにそれ は、

研究 者の 実践者 に対 す る、また 、プ ロフェ ッシ ョナル

の ク ライ ア ン トに対 す る権威 的 な関係 を問い 直 し、現

実的 な問題 の前 に彼 らが協働 で 問題 解決 を行 う民 主的

な関係 性や 機構 の必 要性 を提 起す る もので あった4。

(2)佐 藤 学の 「授業 研究 のパ ラダイ ム転 換j論

こ うしたシ ョー ンの 「省 察的 実践」論 は、1990年 代

に起 こっ た従来 の授 業研究 の問い 直 しの 中で 、 日本 に

影 響 を与 えてい く。 その先鞭 をつ けたのが 、佐藤 学 で

あ る。佐藤 は、 「授 業 の科学 」や 「教授 学」の建設 とい

う従来 の授業研 究 のそ もそ もの 目的 、お よび 、そ うし

た 目的 の妥 当性 を 自明視 させ た教師や研 究者 たちの心

性(授 業 は合 法則 的 な過 程で あ り、その一般 法則 は心

理 学 を基礎 に解 明 で き、研 究主体 は研 究者 で ある との

「神 話」)へ の批判 を提 出 した5。

こ うした神話 に基 づ く授 業研 究は、授 業研 究 で得 ら

れ た理論 的知 見や科 学 的技術の適 用領域 へ と授業 を媛

小化 し、授業研 究 と授 業の閉 ざ され た相 互依 存 関係 を

生 み出 した。結 果 、授 業研 究 が生み 出 したテ クニ カル ・

‐ro‐



タームが教 師 の専門用 語 として浸透

し、教 師が 自分 た ちの実践 を語 り記

述す る言語 は、抽 象化 され 、やせ細

って いった。 ま た、 こ う した教育知

識 の研 究者 に よる専有 と特権 化 は、

教師 の専門 的 自律 性 を衰退 させ 、教

師の成長 を技 術 的熟達 の領 域 に限定

す るこ ととなっ た とい うの であ る。

佐藤 の批判 は 、大学 の研 究 室で 開

発 した科 学 的技術 の合理 的適 用 を 目

指 す 授 業 研 究(「 理 論 の 実 践 化

(theoryintopractice)」)の み な らず 、教 室に 出か け典

型的な実 践 の事実 や実践記 録 を もとに教授 学 ・授 業 づ

く りの理論 の構 築 を 目指す 授 業研 究(「 実践 の理 論 化

(theorythroughpractice)」)に 対 して も向 け られ た もの

であ った。 実 践 の理論化 に よ り法則や 技術 原理 と して

構成 され た知 は、 その普及 過程 におい て 、結 局 の とこ

ろ、理論 の実践 化 の関係 を生み 出 し、研 究者 が教 師 を

指導 す る関係 を招 来す る。 ま た、実践 の理論 化 は、特

定の 「す ぐれ た授 業」 を特 権化す るこ とで、教 師の実

践 の多様性 と固有名性 を剥 奪す る と ともに、教 育実践

の 日常性 に対す る感覚 を麻痺 させ るとい うので あ る。

佐藤 は 、授業 の改 善 を 目的 とす る授 業の研 究 は、第

一義 的に は教師 に よる実践研 究 として成 立す る とい う
。

一方
、教育 学研 究 と して の授 業研 究は 、教 師 との協 同

関係 を構築 し、r実践 の中の理 論」(「反 省的 実践 」と し

ての教 育実 践 に埋 め込 まれ た機 能 的な枠 組み)を 探 究

し創造 す る中で 、各専 門分野 の理論 的 問題(論 題)の

解決 と「理論 の言語 」の創 造 を行 うもの とされ てい る。

この よ うに佐 藤 は、 シ ョー ンの 「反 省的 実践 」論 に依

拠 しなが ら授 業研 究 にお ける理論 と実践 の関係 を構 想

し、 シ ョー ンの言 う 「枠 組み の再構 成」 に新 しい授 業

研 究の存 立基 盤 を求 めてい る。

さ らに佐 藤 は 、授業研 究 を事例研 究 と して展 開す る

ことを提 起す る(表1)。 そ こで は、事前 の教材 開発 や

指導案検 討 よ りも、事後 の振 り返 りを重視 す る こと、

そ して 、振 り返 りにお いては 、教 師 の 「教 え る」営 み

(教材や授 業 技術)の 妥 当性 の検 討 では な く、個別 の

教 室や子 どもに生 起す る 「学 び」の経 験や 出来 事の意

味 を丁寧 に探 って い くス タン スが 強調 され て い る。

こ う したス タンス で、一人 ひ と りの教 師や 、研 究者 が 、

表1.授 業 研究 の二 つの様 式(出 典:佐 藤学 、稲 垣 忠彦 『授 業研究入 門 』

岩波 書店 、1996年 、121頁 を もとに筆 者 が図表化 。)

技術的実践の授業分析 反省的実践の授業研究
目的 プログラムの開発と評価

文脈を越えた普遍的な認識
教育的経験の実践的認識の形成
文脈に繊細な個別的な認識

対象 多数の授業のサンプル 特 定の一つ の授 業

基礎 教授学、心理学、行動科学
実証主義の哲学

人文社会科学と実践的認識論
ポスト実証主義の哲学

方法 数量的研究・一般化
標本抽出法 ・法則定立学

質的研究 ・特異化
事例研究法 ・個性記述学

特徴 効果の原因と結果(因 果)
の解明

経験の意味と関係(因 縁)の 解明

結果 授業の技術と教材の開発 教師の反省的思考と実践的見識

表現 命 題(パ ラダイ ム)的 認 識 物語(ナ ラティヴ)的 認識

そ れぞれ に、個別 具体的 な授業 の観 察 ・記 録 ・記 述 ・

分析 を進 める。 さ らに、各人 が記述 し蓄積 してきた事

例 を持 ち寄 って 、あ るいは、一 つ の授 業 を集 団で観 察

した後 に、集 団で事 例 を検 討す る臨床 研 究(「授 業の反

省 と批評 」)を 実施す る。反省 と批評 にお い ては、一つ

の正 解 を求 めず 、多 様 な見方や 考 え方 を擦 り合 わせ 共

有す るこ とが大切 であ り、また 、教師 だ けで な く、教

育研 究者 や 、教育外 の専 門家 な ど、 多様 な人 々が参加

す る こ とが 目指 され る。 この具 体的 な事例 をも とに し

た 「反省 と批評 」 の作業 こそ が、反省 的実 践家 として

の教 師た ちが 実践的 見識 を高 め合 う場 で あ り、教 師た

ち が教室 の事 実か らカ リキュ ラムを創 造 してい く場 で

あ り(「実践 ・批評 ・開発 モデ ル」)、研 究者 たちが 「実

践 の中の理 論」と自身 の理論 との往 還 を行 う場で あ り、

そ して、 教育 実践 を創 造す る専 門家 コ ミュニテ ィを生

み出す 場 だ と位 置づ け られ てい る。

当時は 、文部省 に よ る新 学力観 の提起 や 、認知革命

以後 の新 しい学 習心理 学の紹 介 を背景 に、教 師が何 か

を積極 的 に 「教 え るJこ とが否 定的な ニ ュア ンス を も

って捉 え られ る よ うにな り、子 どもの 「学 び」 を尊 重

す る活 動的 で共 同的 な授 業 を是 とす る傾 向 が強ま って

い く時 代 で もあった。佐 藤は 、 「学 びの共 同体 」をキー

ワー ドに こ う した 「学 び」論 を牽 引 した。

以上 の よ うに、日本 におい て 「技術 的熟 達者 」と 「省

察的実 践家 」の枠組 み は、 「教 え」か ら 「学 び」へ とい

った授業 研 究の 「パ ラダイム転 換」 と結 び付 いて提唱

され た た め、事前 の設計 よ りも事後 の振 り返 り(「行為

につい ての省 察」)を 、そ して、事後 の振 り返 りにお い

ては、 「教 え る」営み の検討 よ りも 「学 び」の プ ロセ ス

の理 解 を重視 す る傾 向 を生み 出 した。 一方 、 「教 え る」
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図1.日 本における技術的熟達者と省察的実践家の二
項対立図式(筆 者作成)

勅廉穫

営み や授 業の技 術的過 程 を強調す るこ とは、た だ ちに

「教 え込 み」や 教育 実践 の効率化 ・硬 直化 を招 くもの

とみ な され が ちで あった(図1)。

2.技 術 的熟達 者 と省 察 的実践家 の二 項対立 図式 の再

検討

前 章 で述 べた よ うな 「技 術的熟 達者 」 と 「省 察 的実

践家 」との二項 対立図 式 を再検討す る手 がか りと して 、

本 章 で は、 「熟 達化」 と 「省 察」、それ ぞれ に関す る二

つの 類型 の存在 を指摘 してお きたい。

(1)「 定型 的熟 達者 」 と 「適応 的熟達者 」

心理 学の 「熟 達化(expertise)」 研究(専 門的 な知識 ・

技 能 を獲得 しそ の領域 にお け る熟 達者 にな ってい くプ

ロセ ス に 関す る研 究)に お いて は 、 「定 型 的 熟 達 者

(routineexpert)」 と 「適応 的熟達 者(adaptiveexpert)」

とい う対概念 が提 起 され て い る6。「定型的 熟達者 」(手

際 の よい熟達 者)と は 、決 まった型 の手続 き的知 識(「も

し… な らば 、～せ よ」)を よ り速 く、よ り正確 に適用 で

き る者 の こ とで あ る。 た とえば、最 初 は レシ ピどお り

に料理 を作 るの もまま な らない状態 で あって も、何 度

も繰 り返 し同 じ手 続 きを行 ってい る うちに、学 習者 は

そ れ に習熟 して い く。 しか し、 こ うや って得 られ た技

能 は 、特定の 課題 や条件 の 下でのみ 効率 的で ある。 こ

れ に対 して、 「適応 的熟達 者」は、状 況 に応 じて手続 き

的 知識 を柔軟 に組 み替 えた り、それ を拡 張 した り、新

た な手続 き を発 明 した りで きる状 態 を指す。

こ の 定型 的熟 達 者 と適 応 的熟 達者 とい う対概 念 を

提 起 した波多 野誼 余夫は 、両者 の違 い を、概 念 的知識

(「手続 きの各 ステ ップ に意味 を付与 し、可能 な選 択肢

か ら適切 な もの を選ぶ 基 準 を提供 す る、詳細 で 正確 な

対象 の メンタル モデル な い しその構築 を可能 にす る知

図2.適 応 的 熟 達 化 を 構 成 す る 二 次 元(出 典:L.

Darling-HammondandJ.Bransfordeds.,PreparingTeachers

forAChangingWorld:WhatTeachersShouldLearnandBe

AbletoDo,Jossey-Bass,2005,p.49.)

識 」7)の 有 無 と して説 明 してい る。 手続 き的知識 は、

限 定 され た タイ プ の問題 にのみ効 率的 で あ る。しか し、

手続 きを遂行 す る中 で、 「なぜ そ の手続 きで うま くい

くのか」、 「それ ぞれ のス テ ップ がなぜ 必要 とされ るの

か」 と手続 きの意味 を問 い、概念 的知識 を構 成す るな

らば、学習 者 はそれ に基づ いて 、既知 の手続 きを さら

に有 効な もの に高 め るだ けでな く、 さま ざまな新 しい

手続 き的知 識 を発明 す るこ とさえで きる よ うに な る。

さ らに波 多野 は、 文化 は本来 自己保存 的 ・保守 的傾

向 を もつ ため、適 応 的熟達者 に なる こ とは一 般 に困難

で ある点 を指摘 して い る。 そ して、適応 的熟 達化 を実

現す る上 で、学 習者 のメ タ認 知的 知識や彼 らの学 ぶ集

団 ・文化 を、深 い理解 や新 しい知識 の構成 を重視 す る

ものへ と再構 成 して い く必要性 を説 い てい る。

2005年 に全米 教育 アカデ ミー の教師教 育委 員会 が 、

教師 が知 って お くべ き 「知識 基礎(㎞owledgebase)」

(効果 的な 学習 とそれ を促す授 業 に関す る基 本的 な概

念 や方 略)、お よび 教師 の学習 に関す る知 見 を総括す る

もの として提 出 した報 告書 『変 動す る世界 に対応す る

教 員養成(PreparingTeachersforAChangingWorlc/)』 で

は、そ う した知識基 礎 を柔軟 に駆使 して不 確 実な 問題

を解 決 して い く 「適 応 的熟達者 」 が、 目指 す べ き教 師
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像 と して提起 され てい る。 この報告 書

では、 さま ざま なルー チ ン化 され た問

題解 決 の手法 や枠組 み を学び 、それ を

速 く正確 に適 用 で き る こ と(「 効 率

(efficiency)」志 向)の みな らず、そ う

した効率性 の追求 を一 時的 に中断 し、

ル ーチ ン化 され た手法や枠 組 み 自体 を

問い直 し、 「学 び ほ ぐす(unlearn)」 こ

と(「革 新(innovation)」 志 向)の 両者

を統 一的 に実 現す る こ とが、適応 的熟

達者 へ の道で あ る とされ てい る(図2)。

教 師 の知 識 基礎 に関す る研 究 では 、

教科 内容 に関す る知識 を教 育 実践 の文

図4.組 織 的知 識創造 プロセス(出 典:野 中郁 次郎 ・遠 山亮子 ・平 田

透 『流 れ を経 営す る一持 続 的イ ノベ ー シ ョン企 業 の動態理 論』東洋 経

済新 報社 、2010年 、29頁)

脈 におい て翻案 す るプ ロセス 、お よび、 それ に よって

形成 され る 「授 業 を想 定 した教 科 内容 に 関す る知識

(PedagogicalContentKnowledge:PCK)」 の重要性 が指

摘 されて お り、 この報告 書で も大 き く取 り上 げ られ て

い る8。PCKは 、教師 の デザ イ ン過 程 での判 断 プ ロセ

ス におい て機能 し、理 論 と実践 を架橋 す る知識 の内 実

を解 明 しよ うとす る もの とい えよ う。

(2)シ ン グル ・ル ー プ とダ ブル ・ル ー プ の 省 察

組 織 そ の も の を 自 己 変 革 を 行 う主 体 とみ な して 、 そ

の 変 容 を 捉 え よ う とす る 「組 織 学 習(organizational

learning)」 論 で は 、 「シ ン グ ル ・ル ー プ 学 習(single-loop

learning)」 と 「ダ ブ ル ・ル ー プ 学 習(double-loop

leaming)」 と い う対 概 念 が提 起 され て い る。

1970年 代 、 ア ー ジ リス(C.Argyris)と シ ョー ン は 、

組 織 学習 のあ り方 と して、既 存 の枠 組み や価値 に基 づ

いて 問題解 決 を行 うシ ングル ・ル ープ学 習 と、既 存 の

枠 組 みや価値 、 そ もそ もの 問題 設 定の適 切性 を も問い

直す変 革 的な活動 と しての ダブル ・ルー プ学習 とを区

別 した9。両者 の違 い にっ いて 、アージ リス は、サー モ

ス タ ッ トを例 に説 明 して い るlo。サー モ ス タ ッ トは、

温 度 が高す ぎた り低す ぎた りす る と、そ れ を感 知 して

設 定 した温度 に調節 す る。 これ が シ ングル ・ル ー プ学

習 で あ る。 これ に対 して、設 定温度 自体 が本 当に適切

なの か、 さらに 、快 適 さと節 電の どち らを優先す るか

とい う前提価 値 を も問い、作動 プ ログ ラムや基本 方針

自体 を見直す の が、ダブル ・ルー プ学 習で あ る。なお 、

先述 の シ ョー ンの提 起す る 「枠 組み の再構 成」 は、 ダ

ブル ・ル ー プ学習 に相 当す る。

さらに 「学 習す る組織(learningorganizarion)」 論 を

提起 した経 営 学者 のセ ンゲ(P.

Senge)は 、シン グル ・ルー プ学

習 とダ ブル ・ル ー プ学習 の差異

に基 づい て、 「シ ングル ・ル ープ

の省 察」 と 「ダブル ・ルー プの

省 察」 を図3の よ うに図示 して

い る。行 動 し、観察 し、省察 し、

決定 し、再 度行動す るだ けでは、

省 察 を繰 り返 して も、 シ ン グ

ル ・ル ー プのな かで既 存の枠組

みや価値 を強化す るこ とに止 ま

る。 これ に対 して、 自分た ちの

行 った 実践 の対象 化か ら、再 考
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(自分 たちの基 本的 な想 定、省察 か ら導 き出 され た結

論 、そ こに至 る推 論過 程 の再検討)、枠組 み の再構成(実

践 を指 導 す る新 た な枠組 み の構 成 とその 有効 性 の 検

討)と いった 「探 究(inquiry)」 過程 へ と進む とき、ダ

ブル ・ルー プ の省 察 が成 立す る。

うま く機 能 して いて、 変化 にも対応 し うる組 織や 個

人 を生み 出す上 で 、ダブル ・ルー プ の省 察 をは じめ、

知識創 造 のプ ロセ スが重 要な意 味を持 っ。 た とえば、

経 営 学者 の野 中郁 次郎 らは、暗黙 知 と形 式知 の 円環 に

よって、仕 事 の熟達化 を支 える実 践知 が生成 され 、共

有 さ れ 、 変 化 し 続 け る プ ロ セ ス(「 共 同 化

(Socialization)」、 「表 出化(Extemalization)」 、 「連 結化

(Combination)」 、 「内面 化(lnternalization)」)を 図4

の よ うな形 でモ デル化 してい る(SECIモ デ ル)。

以 上 のよ うに、技術 的 熟達化 を強調 す るこ とがただ

ち に効率性 を強調 す る こ とを意味 す るわ けで は ない。

他 方 、省察 も、そ もそ もの問題設 定 の枠 組み の 問い直

しや 知識創 造 に至 る問題探 究 のサ イ クル と して遂行 さ

れ なけれ ば、既 存 の枠 組 み を強化 し、実践の硬 直化 を

もた らす こ とにな る。図5に 示 した よ うに、 「省 察 的実

践 家 」概念 が対象 化 しよ うと した、専 門家の創 造 的 な

資質(状 況 へ の柔軟 な対応 力 ・判 断力)は 、 実践 をデ

ザイ ンす る営みや 、実 践 の外側 で構 成 された 知識 ・技

能 を学び 、それ を実践 に適 用す る学習 の道筋 と必ず し

も対 立す る もので はないll。

図1に 示 した 日本 にお け る技 術 的熟 達 者 と省 察 的

実践 家 の二 項対 立 図式 に おい ては、事 前 ・事 中 に実践

をデ ザイ ンす る志 向性 をも って展 開 され る創 造的 な思

考過 程 が見 落 と され が ちで あった。 しか しそ れ は、ヘ

ル バ ル トの 「教 育的 タ ク ト」概念 を持 ち 出す ま で もな

く、 も とも とシ ョー ン におい ても 「行 為の 中の省 察」

と して視野 に入 れ られ て いた もので あった。「適応 的熟

達者 」概念 は、専 門家の創 造 的な資質 に関 して 、「省 察

的実 践家」概 念 とは異 な る角度 か ら、そ こで見落 とさ

れ が ちな側 面 に光 を当て る もの とい え よ う。

図5.技 術的熟達者と省察的実践家の二項対立図式の再

構成(筆 者作成)

i)「 熟 達化 の 二 型

・定型的

熟達化

特定の課題について決められた手順を速

く正確に遂行できる。
1 ・適応的

熟達化

状 況 に応 じて適 切 な方 法 を選 択 した り創

造 した りでき る。

]1)「省 察」 の二類 型

・問題解決

的省察

既 存 の枠組 み を 自明視 した まま、出来事 を

解 釈 した り、問題発 見 ・解決 を遂行 した り

す る(シ ングル ・ルー プ学習)。
圏

・問題探究

的省察

出 来事 や 問題 を捉 え る枠組 み 自体 を吟 味

し、 再構成す る(ダ ブル ・ル ープ学 習)。

3.教 職の高度化 ・専門職化のヴィジョン

本稿の冒頭でも指摘 したように、技術的熟達者と省

察的実践家の二項対立図式は、現代日本の教師教育改

革の議論を枠づけている。しかし、主に教員研修セン

ターや教師塾での実践を基礎づけている 「技術的熟達

者」 モデル は 、教科 内容や教 材へ の理解 を欠 いた ハ ウ

ツー やス キル の習得 に 向かいが ちであ り、手続 きの意

味 を熟考す るこ とな くた だ こなす だ けの実践 を生 み出

しがちで あ る。一方 、 「省察 的実践 家」モ デル を掲 げた 、

校 内研 修 、イ ン フォーマル な研究 会、お よび 、教職 大

学院 での事 例研 究 におい ては、子 どもたち の 「学 び」

の解 釈 に終始 しが ちで あ り、教 師の 「教 え」 との 関連

でそれ を検 討す る視 点 を欠 きが ちで ある。 しか も、事

実 の表層 的 な交 流 を越 えて、そ の意味 の解読 や理 論構

築(暗 黙知 の形 式知化)に まで至 る こと もまれ で あ る。

「実 践的指 導力 」が過 度 に強調 され る中で、 「技術 的熟

達者 」は 「定 型的 熟達者 」に、 「省察 」は 「問題 解決 的

省 察」 に蟻 小化 され る傾 向がみ られ るので あ る。

現 代社 会 は、学校 が知識 ・技能 を量 的に保 障す るだ

けでは満 足せず 、高 度 で柔 軟な知 的能力 や 、異質 な他

者 との コ ミュニケー シ ョン能力 とい った学力 の質 の追

求 を も学校 に求 め る。た とえば,2008年 の学 習指 導要

領 改訂で も 「活 用」 「言語 活動 の充実」 「思考 力 ・判 断

力 ・表現 力」 とい った キー ワー ドで、 教育 の質的 高度
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化 の必要性 が提 起 され て い る。考 える力や態 度 を育 て

るには、 内容 を学 び深 める ことが必須 で あ り、 その プ

ロセ スで その教 科 の知 的営 み の本 質 に触 れ る よ うな授

業(「 教科 す る(doasubject)」 授 業)が 目指 され る必

要があ る12。そ して、そ う した 「教科 す る」授 業 は、

教科 の よ り高 い専 門性 を教 師 に要求 す る し、 「総合 的

な学 習の時 間」 な どでの探 究的 な学び を指導 す る上で

は、教 師 自身 の 学問す る ・研 究す る経 験 が重要 で あ る。

また、思考 力 ・判断 力 ・表現 力の 育成 は、一 朝一 夕 に

なされ るもので は な く、 中長 期的 な視野 で の実践 が求

め られ る。 しか し、1990年 代 以降 、教 育研究 にお いて

も、教 員養成 改 革 にお いて も、教科 の 専門性(教 科 内

容構成 や教材 開発 の力 量)よ りも、授業 の指 導技術 や

学級経 営力 な どが強調 され が ちで あっ た。

ま た、学校 教 育 をめ ぐる問題が複 雑化 す る中、教 師

個々人 や教 師集 団の 問題 解決 能力や 変化 へ の対応力 が

求 め られて い る。 そ してそれ らは 、実践 的 な問題解 決

過程 におい て、 「なぜ」と問 いを立 て探 究 を進 め、理 論

的知識 をア レンジ した り、暗 黙知 か ら形 式知 を創造 し

た りしてい くこ とで、 よ り柔 軟で汎 用性 を もった もの

とな ってい く。 しか し、教育 現場 にお いて知識 創造 に

向か う余裕や 日常的 な語 らい の機 会 が減 少 し、教員養

成改革 にお いて即 戦力 的な 「実践的 指導 力」 が強調 さ

れ る中で、教 師や 学校 の実践研 究 の能力や 問題 を深 く

洞 察す る能力 がや せ細 る ことが危 惧 され る。

こ うした 問題 を是正 し、教職 の高度 化 ・専 門職化 を

実現 してい く上 で、開放 制、 「大学 にお け る教員 養成 」

図6.「 学問 す る」教師 を軸 に した教 職の 高度 化(筆 者作成)

原 則 が追 求 して きた価 値や 大 学 の教育機 能 の内実 を 、

「学問す る」 教師 とい った形 で概 念化 し、教師教 育 シ

ス テム全 体 の中で 自覚的 に追求 して い くこ とが重 要 だ

と考 える(図6)。 す なわ ち、専 門分野 や教 育分野 にお

ける、 さらにはそれ らに直接 的 に関係 の ない分野 にお

ける、学 問的知 識や 教養(探 究 の結果)、 お よび 、学 問

す る ・研 究す る経験(探 究の プ ロセ スや 、それ に伴 う

発 見の悦 び な どの情 動体験)の 意味(例:教 科 の本 質

の理 解 と学 問的探究 の方法 の習 得、教 育学 の理解 とア

クシ ョン ・リサーチ の方法 の習得 な ど)に 注 目す るわ

けであ る13。「学 問す る」教師 とい う概 念 は 、特 に中学

校 ・高等 学校 の教員 の養成 と親 和性 を持 った概念 で あ

るが、そ の概念 で重 視 したいエ ッセ ンス は、小学校 教

員 の養成 で も追求 され るべ き もので ある。 ただ小 学校

教員 の場 合 は、 「教養 あ る教 師 」や 「学識 あ る教 師」と

い う言葉 の方 が適 当か も しれ な い14。

「学問 す る」 教師 とい う軸 を明確 にす る ことは、学

問 と教育 、理論 と実 践な どの問 のずれ を改 めて顕在 化

させ るか も しれ ない。 しか し、 そ こでず れ を埋 めて し

ま うので はな く、む しろ異 な る文 化の狭 間 で思考 し、

異文化 間 を行 き来す る力量 を育 て るこ とが 重要で あ る。

これ に よ り、技 術的熟 達者 モデル に対 して は、カ リキ

ュ ラム ・デ ザイ ンや教 材開発 の力 量の 育成 を通 して、

長期 的 な見 通 しの 中で授 業 を構 想す る視 点 を提 起 し、

「適応 的熟 達者 」へ と導 く。他 方 、省察 的 実践家モ デ

ル に対 しては、 実践研 究の力 、す なわ ち、 実践的 な問

題 を研 究 的に対象 化 し、実践 知 を吟味 ・一般 化 して、

教師 が 自分 た ちの言葉 と論理(「現 場の教 育

学」)を創 った り再構 成 した りす るカ を高め

る。 これ に よ り、問題 把握 の枠組 み 自体 を

問い 直 し、 よ り広 い視 野 に立っ て問題解決

に 当たっ てい く 「問題 探究 的省 察 」 を促す

わ けであ る。 何 よ り、 自分 な りの問い を と

ことん追究 す る、大学 での研 究的 な学び は、

「学 び続 ける教 師」 の基盤 とな る経験 を準

備 す るだ ろ う。

高度化 ・複 雑化す る学校教 育 の課題 に対

応 す る個 人や 組織 の力 を高 め、現 代社会 が

求め る新 しい学力や 学 び を実 現 してい く上

で、 「学 問す る」教師 、技術 的熟達者 、省察

的実践家 とい う三つ の 教師像 を関連 づ け ト
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一 タル に活性化 させ るよ うな、教師教 育 のグ ラン ドデ

ザ イ ンが求 め られ てい るので あ る。
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